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今
年
で
九
回
目
と
な
る
中
学
生
海
外
研
修
が
三
月
二
十
六
日
か
ら
四
月
五
日
ま
で
の
十
一
日�

間
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
に
は
十
三
人
が
参
加
、
一
人
ず
つ
別
れ
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た�

参
加
者
は
最
初
不
安
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
と
友
達
を
作
っ
て
帰
っ
て
き
ま
し
た
。�
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日
　
　
程

一

日

目

二

日

目

三

日

目

八

日

目

九

日

目

十

日

目

十
一
日
目

主
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
出
発
式
、
空
路
シ
ド
ニ
ー
へ

・
シ
ド
ニ
ー
到
着
後
キ
ャ
ン
ベ
ラ
へ

・
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
開
始

・
学
校
見
学

・
学
校
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の

デ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
さ
よ
な
ら
パ
ー
テ
ィ
ー

・
メ
ル
ボ
ル
ン
到
着

・
乗
馬
体
験

・
メ
ル
ボ
ル
ン
市
内
見
学

・
空
路
成
田
へ

・
帯
広
空
港
に
て
解
散
式

～

学校の中に自動販売機が
置いてありました。

昼食の前におやつの時間
がありお菓子やジュースな
ど好きなものを飲食してい
るのに驚きました。

さらに学校主催のディス
コがあり年４回体育館で開
催していました。

でも日本の学校と同じ事
もありました。それは生徒
一人ひとりが笑顔で学校生
活を送っていることです。
生徒の笑顔はどこの国も同
じだと感じました。

生徒の笑顔は
同じ

上野　希華さん
札内中学校

クラスのみんなに約束し
た「一回り成長して帰って
きたいと思います」の言葉
どおり成長できたと思いま
す。カンバーハイスクール
の生徒にはめがねをかけて
いる生徒が少なかったがそ
れは緑の多いせいだと感じ
ました。

食後の食器洗いは子供た
ちの仕事になっていまし
た。授業は選択教科が多く
て同じクラスの人とは朝の
HRで会うだけであとは会わ
ない日もありました。

めがねの人が
少なかった

渡辺　俊貴さん
幕別中学校

オーストラリアは景色が
きれいで自然がいっぱいあ
ることに感激しました。
ホームステイは英語が不安
でしたがとても親切にして
いただきました。初日に鳥
の丸焼きをご馳走になりま
したが、鳥やジャガイモな
どには、味付けがしていな
くて、塩、コショウ、ケチ
ャップなど自分の好きなも
のをかけて食べました。別
れるときには、感謝の気持
ちと別れの寂しさで複雑な
気持ちになりました。

きれいな景色
に感激

石山　恵理さん
札内中学校

何より楽しかったのはホ
ームステイです。初めてフ
ァミリーに会ったときはと
ても緊張しましたし、何を
しゃべっているのかぜんぜ
んわかりませんでした。で
も辞書を引いて調べてくれ
たりやさしい単語で話して
くれたりしました。

日本とオーストラリアの
文化の違いがたくさんあっ
て困ることもありましたが
その分日本のよさも再発見
したし、オーストラリアも
大好きになりました。

日本の良さを
再発見

今本　　遥さん
糠内中学校

事前研修を10回も行って
オーストラリアの事や英会
話を習ってから出発しまし
たが、出発するまでは不安
で一杯でした。

ホストファミリーの方は
言葉の不自由な私を気遣っ
て必死になって言葉を捜し
てくれているのを見て私も
気持ちが楽になりました。

ホストファミリーとのさ
よならパーティーでは各自
がスピーチを行ったほか事
前研修で練習した合唱を披
露しました。

出発するまで
は不安でした

平譯　友喜さん
幕別中学校

一人ずつのホームステイ
はとても心配でしたが、言
葉が通じない場所で誰にも
頼れない状況が私を成長さ
せてくれました。初対面の
人は苦手でしたが、研修の
終わりころにはいろんな人
に自分から話し掛けること
ができました。

ホストファミリーの親子
がとてもやさしくしてくれ
て、７日間のステイはあっ
という間に過ぎて、別れる
ときには、涙があふれてき
ました。

積極的に
話せました

小野ちえみさん
幕別中学校

ショッピングに行ったと
き何もかもが大きいことに
驚きました。カートの大き
さも日本の３倍くらいあり、
買い物の量も日本とは比べ
物にならないほどでした。

夕食は日本のようにお皿
をたくさん並べるのではな
く大きなお皿に一人分の食
事を載せて出されました。

子供たちがお母さんをサ
ポートしていて、小学５年
生の子がお弁当を自分で作
っているのには感心しまし
た。

何もかもが
大きかった

大竹　葵さ
ん

幕別中学校

事前研修を10回も行った
おかげで出発前の不安はだ
いぶ取れていたようでし
た。

ホームステイの一日目は
緊張が取れていないようで
したが、二日目以降はリラ
ックスしていてみんなの順
応力に驚きました。

私のホームステイ先は語
学の教師をしている人だっ
たので、教育のことについ
て語れる友達ができたこと
が収穫でした。

参加者の順応
力に関心

三好　明香先生
引率・札内東中

ホームステイ先では積極
的に話し掛けてもらいまし
た、特に弟たちのマッフィ
ーとルーフィーは僕に日本
語で話し掛けてくれたり、
いっしょにスポーツをしよ
うとさそってくれたりして
とてもよかったです。

オーストラリアでは夜９
時から朝の７時まで路上で
飲み物を飲むと罰金だった
そうですが僕は知らずに飲
んでいて後から聞いてびっ
くりしました。

夜の野外でのジ
ュースは罰金！

宮川　拓也さん
札内中学校

生徒が劇、写真、ダンス、
コンピュータなど自分の受
けたい教科を選んでいまし
た。とても楽しそうでうら
やましく思いましたが同じ
クラスなのにみんなで授業
を受けられないのは寂しい
と思いました。

学校にディスコがあった
のにも驚きました。18才未
満はディスコに入れないの
で年に４回学校内でディス
コパーティーを開いてい
て、ほとんどの生徒が参加
するそうです。

校内でディスコ
パーティー！

中野いづみさん
札内東中学校

カンバーハイスクールの
体験学習が印象に残りまし
た。学校の中はとてもにぎ
やかで、学生同士の仲がよ
い学校でした。学生全員が
僕たち日本人のことを嫌が
らずに暖かく迎えてくれま
した。廊下で会うと必ずと
いっていいほど、日本語で

「こんにちは」と話し掛け
てくれました。

ホームステイはとても思
い出になりました。家族同
様に接してもらいとても感
謝しています。

学校はとても
にぎやか

鈴木悠次郎さん
札内東中学校

今回はホームステイに一
家族に一人ずつ入ったこと
でみんな最初はとても心配
していたけれども、二人で
入ることに比べて頼る相手
がいないのでかえって早く
なれることができたように
思います。７日間のホーム
ステイでオーストラリアに
自分と同年代の友達ができ
たことがこれからの財産に
なったと思います。さよな
らパーティーでみんなが披
露した合唱はとても評判が
よかったです。

人のつながり
が大切

宗岡　安隆先生
引率・幕別中

ホームステイの中でオー
ストラリア人の食事の量は
日本人と同じくらいだとい
うことを発見しました。で
もお店では普通では食べき
れないくらいの量が出てき
ました。

学校での体験学習ではハ
ッキーサックという日本に
ない遊びを体験しました。
お手玉のようなものを使
い、けまりの要領でけって
遊ぶものです、ぜひ日本に
帰ってからもやってみたい
と思いました。

食事の量は
日本人と同じ

松浦　崇裕さん
札内東中学校

シドニーは高層ビルが立
ち並ぶ大都市ですが東京と
違って緑の多い町でした。

ホームステイでは日本と
文化の違いを多く発見しま
した。靴のまま家に入るこ
こと、家が一階建てのこと、
食事の前にいただきますを
いわないことです。

海外研修は短い期間でし
たが心の中に深い思い出を
刻むことができました。そ
して言葉が通じなくても仲
良くなれることがわかりま
した。

緑の多い
大都市

脇坂　勇亮さん
札内東中学校

一年生のころから是非、
いきたかった海外研修。飛
行機の中では緊張して眠る
ことができませんでした。

日本人がたくさんいるの
に驚きましたがそれ以外の
国の人もたくさんいました。

学校の体験授業で音楽に
はきちんと参加できました。

日本の授業と異なり吹奏
楽をしていましたが私もキ
ーボードで演奏に参加でき
ました。言葉が通じなくて
も、一つの曲を演奏できた
ことに感動しました。

音楽は共通語

吉田佳那子さん
札内東中学校



第
一
回
町
議
会
定
例
会
期
中
の
三

月
十
四
日
、
荒
川
収
入
役
の
任
期
満

了
に
伴
い
、
新
し
い
収
入
役
に
小
野

成
義
氏
の
選
任
が
議
会
で
同
意
さ
れ

ま
し
た
。

略
歴
…
昭
和
三
十
八
年
、
幕
別
町
役

場
に
奉
職
。
平
成
元
年
に
企
画
調
整

課
長
。
そ
の
後
町
民
課
長
、
水
道
課

長
、
経
済
部
長
を
歴
任
。
三
月
十
四

日
の
町
議
会
で
選
任
の
同
意
を
得
て

四
月
一
日
に
収
入
役
に
就
任

＝
幕
別
町
発
令
＝
（
四
月
一
日
付
）

（

）
内
は
前
職

■
部
長
職

▼
民
生
部
長
・
石
原
尉

敬
（
札
内
支
所
長
）
▼
経
済
部
長
・

中
村
忠
行
（
経
済
部
商
工
観
光
課
長
）

▼
札
内
支
所
長
・
新
屋
敷
清
志
（
民

生
部
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
所
長
）

■
課
長
職

▼
民
生
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
所
長
・
佐
藤
昌
親
（
企
画
室

参
事
【
開
発
担
当
】）
▼
経
済
部
農
林

課
長
・
高
橋
政
雄
（
建
設
部
車
両
セ

ン
タ
ー
所
長
）
▼
同
商
工
観
光
課

長
・
本
保
武
（
農
業
委
員
会
事
務
局

長
）
▼
建
設
部
土
木
課
長
・
田
中
光
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従
来
の
役
場
窓
口
の
カ
ウ
ン
タ
ー

は
高
さ
が
九
十

あ
り
、
お
客
様
に

立
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
修
で
は
カ
ウ
ン
タ
ー
を

高
さ
の
低
い
も
の
（
七
十

）
に
取

り
替
え
お
客
様
は
い
す
に
座
っ
て
い

た
だ
く
形
に
変
更
し
ま
し
た
。
今
回

カ
ウ
ン
タ
ー
を
低
く
し
た
の
は
次
の

二
カ
所
で
す
。

一
階
町
民
課

住
民
係
、
児
童
係
、
年
金
係
、
国

保
医
療
係

二
階
税
務
課

住
民
税
係
、
資
産
税
係
、
納
税
係

従
来
は
住
民
係
と
他
の
係
は
カ
ウ

ン
タ
ー
が
離
れ
て
い
た
た
め
に
転
入

届
等
を
出
さ
れ
た
お
客
様
は
、
国
保

や
年
金
な
ど
の
手
続
き
の
た
め
に
別

の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
行
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
改
修
で
は
関
連
の
あ
る
住

民
係
、
児
童
係
、
年
金
係
、
国
保
医

療
係
の
窓
口
を
並
べ
て
配
置
し
ま
し

た
。

①
　
福
祉
関
係
の
窓
口
を
統
一
す
る

た
め
、
福
祉
課
社
会
福
祉
係
（
母

子
・
障
害
者
・
生
活
困
窮
者
の
福

祉
な
ど
を
担
当
）
を
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
移
行
し
、
福
祉
課
児
童

係
（
保
育
所
・
愛
育
園
・
幼
児
こ

と
ば
の
教
室
の
運
営
、
児
童
手
当

の
支
給
な
ど
を
担
当
）
を
町
民
課

に
移
行
し
て
福
祉
課
を
廃
止
し
ま

し
た
。

②
　
誘
致
前
と
誘
致
後
の
対
応
を
統

一
す
る
た
め
企
画
室
の
企
業
誘
致

開
発
振
興
担
当
を
経
済
部
商
工
観

光
課
に
移
行
し
ま
し
た
。

③
　
生
涯
学
習
体
制
の
整
備
の
た
め

社
会
教
育
課
と
文
化
事
業
課
を
統

合
し
、
生
涯
学
習
課
と
改
称
し
ま

し
た
。

④
　
総
務
課
行
政
係
を
総
務
係
に
統

合
し
ま
し
た
。

⑤
　
総
務
課
電
算
統
計
係
を
企
画
室

に
移
行
し
ま
し
た
。

⑥
　
施
設
課
維
持
係（
公
園
の
管
理
）

を
車
両
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
ま
し

た
。

町
で
は
、
住
民
係
な
ど
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
改
修
を
行
い
よ
り
利
用
し
や
す
く
な
り
ま
し
た
。
ま
た
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
、
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
い
四
月
一
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
し
た
。

カ
ウ
ン
タ
ー
を
低
く
し
て

相
談
し
や
す
く
し
ま
し
た

関
連
の
あ
る
窓
口
を

集
約
し
ま
し
た

課
や
係
を
統
廃
合

新しくなったカウンター

夫
（
建
設
部
土
木
課
土
木
係
長
）
▼

同
施
設
課
長
・
小
野
典
昭
（
議
会
事

務
局
議
事
課
長
）
▼
同
車
両
セ
ン
タ

ー
所
長
・
橋
本
孝
男
（
民
生
部
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
主
幹
【
社
会
福
祉
協

議
会
担
当
】）

■
課
長
補
佐
職

▼
民
生
部
町
民
課

主
幹
【
住
民
情
報
担
当
】・
金
曽
勇
一

（
選
挙
管
理
委
員
会
書
記
次
長
）

■
係
長
職

▼
総
務
部
総
務
課
総
務

係
長
・
羽
磨
知
成
（
企
画
室
副
主
幹

【
企
画
調
査
担
当
】）
▼
同
同
職
員
係

長
・
神
本
洋
子
（
出
納
室
会
計
課
会

計
係
）
▼
同
同
経
理
係
長
・
金
須
幸

雄
（
民
生
部
町
民
課
交
通
防
災
係
長
）

▼
同
税
務
課
住
民
税
係
長
・
山
崎
賢

一
（
総
務
部
総
務
課
経
理
係
長
）
▼

企
画
室
副
主
幹
【
企
画
担
当
】・
中
川

輝
彦
（
総
務
部
総
務
課
職
員
係
長
）

▼
同
同
・
同
・
森
範
康
（
教
育
委
員

会
文
化
事
業
課
事
業
係
長
）
▼
民
生

部
町
民
課
交
通
防
災
係
長
・
橋
本
正

司
（
建
設
部
施
設
課
住
宅
係
長
）
▼

同
同
保
育
士
長
【
幕
別
中
央
保
育

所
】
・
久
住
陽
子
（
民
生
部
福
祉
課

保
育
士
長
【
札
内
さ
か
え
保
育
所
】）

▼
同
同
同
【
幕
別
み
ど
り
保
育

所
】
・
飛
田
由
美
子
（
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
【
わ
か
ば

幼
稚
園
】）
▼
同
同
同
【
札
内
青
葉
保

育
所
】
・
羽
磨
美
智
子
（
民
生
部
福

祉
課
【
札
内
北
保
育
所
】）
▼
同
同
同

【
札
内
さ
か
え
保
育
所
】
・
詫
間
君
恵

（
民
生
部
福
祉
課
保
育
士
長
【
札
内
青

葉
保
育
所
】）
▼
同
同
高
齢
者
福
祉
係

技
師
長
・
千
葉
宏
（
教
育
委
員
会
図

書
館
図
書
係
技
師
長
）
▼
同
同
介
護

保
険
係
長
・
林
隆
則
（
建
設
部
土
木

課
管
理
係
長
）
▼
経
済
部
農
林
課
農

政
係
長
・
飯
田
晴
義
（
総
務
部
総
務

課
行
政
係
長
）
▼
同
土
地
改
良
課
管

理
係
長
・
堀
川
雅
盛
（
建
設
部
施
設

課
維
持
係
長
）
▼
同
同
耕
地
係
長
・

萬
谷
司
（
建
設
部
都
市
計
画
課
計
画

係
）
▼
同
同
農
村
整
備
係
長
・
須
田

明
彦
（
経
済
部
土
地
改
良
課
管
理
係

長
）
▼
同
商
工
観
光
課
開
発
振
興
係

長
・
菅
原
健
一
（
企
画
室
副
主
幹

【
企
業
誘
致
開
発
振
興
担
当
】）
▼
建

設
部
土
木
課
土
木
係
長
・
坂
井
康
悦

（
経
済
部
土
地
改
良
課
農
村
整
備
係

長
）
▼
同
同
管
理
係
長
・
佐
藤
俊
克

（
経
済
部
土
地
改
良
課
耕
地
係
長
）
▼

同
施
設
課
住
宅
係
長
・
長
崎
守
（
教

育
委
員
会
文
化
事
業
課
管
理
係
長
）

▼
同
車
両
セ
ン
タ
ー
維
持
係
長
・
藤

山
光
朗
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
振
興
係
長
）

■
係
職

▼
総
務
部
総
務
課
財
政

係
・
白
坂
博
司
（
札
内
支
所
住
民
係
）

▼
同
税
務
課
納
税
係
・
合
田
利
信

（
経
済
部
農
林
課
畜
産
係
）
▼
企
画
室

【
広
報
広
聴
担
当
】
・
武
田
健
吾
（
水

道
部
水
道
課
庶
務
係
）
▼
民
生
部
町

民
課
【
札
内
南
保
育
所
】
・
常
山
美

恵
子
（
民
生
部
福
祉
課
【
十
勝
愛
育

園
】）
▼
同
同
【
札
内
青
葉
保
育

所
】
・
西
田
志
保
（
民
生
部
福
祉
課

【
札
内
北
保
育
所
】）
▼
同
同
【
札
内

北
保
育
所
】
・
高
橋
富
祐
子
（
民
生

部
福
祉
課
【
札
内
南
保
育
所
】）
▼
同

同
【
十
勝
愛
育
園
】
・
山
田
直
美

（
民
生
部
福
祉
課
【
幕
別
中
央
保
育

所
】）
▼
同
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
社
会

福
祉
係
・
佐
藤
勝
博
（
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
総
務
係
）
▼
同
同
同
・

川
岸
香
太
郎
（
民
生
部
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
高
齢
者
福
祉
係
）
▼
同
同
介

護
保
険
係
・
宮
田
哲
（
民
生
部
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
高
齢
者
福
祉
係
）
▼

同
同
同
・
宇
野
和
哉
（
民
生
部
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
高
齢
者
福
祉
係
）
▼

経
済
部
農
林
課
農
業
振
興
係
・
山
端

広
和
（
企
画
室
【
広
報
広
聴
担
当
】）

▼
同
同
畜
産
係
・
西
田
建
司
（
総
務

部
総
務
課
財
政
係
）
▼
同
土
地
改
良

課
農
村
整
備
係
・
庄
司
慶
史
（
建
設

部
土
木
課
土
木
係
）
▼
建
設
部
土
木

課
管
理
係
・
島
崎
武
志
（
建
設
部
土

木
課
土
木
係
）
▼
同
同
土
木
係
・
新

居
友
敬
（
建
設
部
都
市
計
画
課
都
市

整
備
係
）
▼
同
同
同
・
森
靖
司
（
水

道
部
水
道
課
水
道
工
務
係
）
▼
同
都

市
計
画
課
計
画
係
・
香
田
裕
一
（
水

道
部
水
道
課
下
水
道
事
業
係
）
▼
同

同
都
市
整
備
係
・
田
中
聡
（
建
設
部

土
木
課
土
木
係
）
▼
同
同
開
発
調
整

係
・
小
野
晴
正
（
同
同
都
市
整
備
係

兼
開
発
調
整
係
）
▼
水
道
部
水
道
課

庶
務
係
・
足
利
優
（
総
務
部
税
務
課

納
税
係
）
▼
同
同
下
水
道
事
業
係
・

中
村
優
一
（
経
済
部
土
地
改
良
課
耕

地
係
）
▼
出
納
室
会
計
課
会
計
係
・

安
田
百
合
子
（
民
生
部
福
祉
課
社
会

福
祉
係
）
▼
総
務
部
付
・
中
谷
正
人

（
経
済
部
農
林
課
農
政
係
長
）
▼
国
土

交
通
省
北
海
道
開
発
局
帯
広
開
発
建

設
部
へ
派
遣
・
和
田
智
旭
（
総
務
部

税
務
課
資
産
税
係
）
▼
総
務
部
総
務

課
総
務
係
・
宮
下
年
功
（
新
採
用
）

▼
札
内
支
所
住
民
係
・
西
山
暁
啓

（
新
採
用
）
▼
民
生
部
町
民
課
【
札
内

南
保
育
所
】
・
川
元
真
弓
（
新
採
用
）

▼
同
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
社
会
福
祉

係
・
中
山
元
気
（
新
採
用
）

＝
議
会
事
務
局
発
令
＝

■
課
長
職

▼
議
事
課
長
・
平
田
正

一
（
建
設
部
施
設
課
長
）

＝
監
査
委
員
事
務
局
発
令
＝

■
課
長
職

▼
事
務
局
長
・
長
谷
繁

（
総
務
部
総
務
課
総
務
係
長
）

＝
農
業
委
員
会
事
務
局
発
令
＝

■
課
長
職

▼
事
務
局
長
・
長
屋
忠

弘
（
教
育
委
員
会
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
所
長
）

■
係
長
職

▼
振
興
係
長
・
湯
佐
茂

雄
（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会

教
育
係
長
兼
郷
土
文
化
係
長
）

＝
教
育
委
員
会
発
令
＝

■
課
長
職

▼
生
涯
学
習
課
長
・
堂

前
芳
昭
（
社
会
教
育
課
長
兼
文
化
事

業
課
長
）
▼
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所

長
・
加
藤
光
人
（
民
生
部
福
祉
課
長
）

■
課
長
補
佐
職

▼
生
涯
学
習
課
主

幹
・
佐
藤
和
良
（
企
画
室
副
主
幹

【
企
画
調
査
担
当
】）

■
係
長
職

▼
生
涯
学
習
課
社
会
教

育
係
長
兼
郷
土
文
化
係
長
・
石
野
郁

也
（
総
務
部
税
務
課
住
民
税
係
長
）

▼
同
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
振
興
係
長
・
山

田
均
（
農
業
委
員
会
振
興
係
長
）
▼

同
文
化
振
興
係
長
・
土
井
秀
樹
（
文

化
事
業
課
事
業
係
）

■
係
職

▼
学
校
教
育
課
学
校
教
育

係
【
わ
か
ば
幼
稚
園
】
・
笹
原
砂
智

子
（
民
生
部
福
祉
課
【
札
内
南
保
育

所
】）
▼
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係
兼

文
化
振
興
係
・
楠
美
智
子
（
社
会
教

育
課
社
会
教
育
係
）
▼
図
書
館
図
書

係
・
河
西
信
雄
（
民
生
部
福
祉
課
社

会
福
祉
係
）
▼
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
総
務
係
・
西
明
正
博
（
新
採
用
）

＝
東
十
勝
消
防
事
務
組
合
発
令
＝

■
部
長
職

▼
消
防
長
・
本
間
哲
也

（
経
済
部
農
林
課
長
）

【
退
職
】（
三
月
三
十
一
日
）

▼
民
生
部
長
・
本
保
喜
秀
▼
経
済
部

長
・
小
野
成
義
▼
消
防
長
・
井
沢
政

助
▼
建
設
部
土
木
課
長
・
沖
田
信
昭

▼
民
生
部
町
民
課
主
幹
・
前
田
龍
男

▼
同
福
祉
課
保
育
士
長
【
幕
別
み
ど

り
保
育
所
】
・
本
保
優
子
▼
同
同
同

【
幕
別
中
央
保
育
所
】
・
松
浦
智
子
▼

同
同
【
札
内
南
保
育
所
】
・
福
地
智

香
▼
建
設
部
施
設
課
維
持
係
・
佐
藤

昭

■
人
事
異
動
■小野　成義

収入役

住民係�住民係�

児童係�児童係�

年金係�
国保医療係�
年金係�
国保医療係�

民生部長�民生部長�

ロビー�

正面玄関�

町
民
課
長

町
民
課
長�

町
民
課
長�

交
通
防
災
係

交
通
防
災
係�

交
通
防
災
係�

環
境
衛
生
係

環
境
衛
生
係�

環
境
衛
生
係�

※住民票などの窓口は�
　玄関を入って左側に�
　変わりました。�

窓口を集約�

本庁舎１階の平面図



町
が
保
有
す
る
情
報
は
、
町
民
が

健
康
で
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
の

も
の
で
す
。
そ
れ
ら
を
も
と
に
町
の

施
策
や
政
策
が
決
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、
情

報
を
町
民
の
皆
さ
ん
と
共
有
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

情
報
公
開
制
度
は
「
町
民
の
知
る

権
利
」
を
尊
重
し
、「
情
報
公
開
を

請
求
す
る
権
利
」
を
保
証
し
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
町
と
町
民
と
の

信
頼
関
係
を
深
め
、
公
正
で
開
か
れ

た
町
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
平
成
十
二
年
四
月
一
日
か
ら
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

公
開
請
求
の
で
き
る
方

情
報
は
町
内
に
住
む
方
に
限
ら
ず

ど
な
た
で
も
公
開
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

公
開
請
求
の
手
続
き

公
開
請
求
は
所
定
の
請
求
書
で
請

に
直
接
接
触
し
て
行
う
介
助
等
と
、

日
常
生
活
に
必
要
な
機
能
の
向
上
等

の
た
め
の
介
助
・
専
門
的
な
援
助
を

い
い
ま
す
。

家
事
援
助
と
は
、
日
常
生
活
に
支

障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
調
理
・
洗

濯
・
掃
除
等
を
行
う
こ
と
を
い
い
ま

す
。サ

ー
ビ
ス
は
要
介
護
者
等
が
ひ
と

り
暮
ら
し
、
又
は
同
居
家
族
が
障

害
・
疾
病
（
お
よ
び
同
様
の
や
む
を

得
な
い
事
情
）
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

家
事
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
場
合
に

限
り
提
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
心
身
の
衰
え
た
高
齢
者
の
日
常

生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
必
要

不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
で
す
が
、
同
時

に
提
供
範
囲
が
無
原
則
に
拡
大
し
て

い
く
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
身
体
介
護
や
看
護
の
サ
ー

ビ
ス
は
必
要
の
な
い
人
に
と
っ
て
は

意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
事
は
自

分
で
で
き
る
人
で
も
「
や
っ
て
も
ら

え
れ
ば
ラ
ク
」
と
い
う
側
面
が
あ
る

か
ら
で
す
。
そ
こ
で
、「
と
に
か
く

使
わ
な
け
れ
ば
損
」
と
ば
か
り
に
必

要
の
な
い
状
況
で
も
家
事
援
助
を
使

う
人
が
い
た
ら
、
公
平
な
制
度
で
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
な

に
よ
り
も
、
利
用
者
本
人
の
自
立
の

芽
を
摘
む
こ
と
に
も
な
り
か
ね
ま
せ

ん
。

介
護
保
険
に
よ
る
家
事
援
助
サ
ー

ビ
ス
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
と
し
て

厚
生
労
働
省
か
ら
次
の
よ
う
に
不
適

切
な
事
例
が
示
さ
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
こ
で
紹
介
い
た
し
ま
す
。

主
と
し
て
本
人
よ
り
も
家
族
に
対

す
る
サ
ー
ビ
ス
に
な
り
や
す
い
行

為
、
又
は
家
族
が
行
う
こ
と
が
適
当

で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
行
為

●
　
利
用
者
以
外
の
も
の
に
係
る
洗

濯
、
調
理
、
買
い
物
、
布
団
干
し

●
　
利
用
者
が
主
と
し
て
使
用
す
る

居
室
等
以
外
の
掃
除

●
　
来
客
の
応
接
（
お
茶
、
食
事
の

手
配
等
）

●
　
自
家
用
車
の
洗
車
、
清
掃

等

①
　
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
）
が
行
わ
な
く
て
も
本
人
の
日

常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
な
い

と
判
断
さ
れ
る
行
為

●
　
草
む
し
り

●
　
花
木
の
水
や
り

7

～第13回／訪問介護の不適切な事例について～

介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
人
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

選
び
、
原
則
一
割
の
自
己
負
担
で
利

用
で
き
る
し
く
み
で
す
。
自
己
負
担

額
を
除
い
た
九
割
分
は
、
四
十
歳
以

上
の
被
保
険
者
が
納
め
た
保
険
料
と

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
も
、

介
護
保
険
が
み
ん
な
の
力
で
支
え
ら

れ
て
い
る
助
け
合
い
の
シ
ス
テ
ム
で

あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
き
、
公
平
に

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
決
ま

り
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。介

護
保
険
制
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
、
大
き
く
分
け
て
在
宅
サ
ー
ビ
ス

と
施
設
サ
ー
ビ
ス
の
二
つ
に
区
分
す

る
こ
と
が
で
き
、
要
介
護
度
に
応
じ

て
自
分
の
希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
自

由
に
選
択
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
十
三
種
類
が
あ

り
ま
す
が
そ
の
中
で
訪
問
介
護
（
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
）
は
、
複
合
型
、
身
体

介
護
及
び
家
事
援
助
に
分
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

複
合
型
と
は
、
身
体
介
護
と
家
事

援
助
の
ど
ち
ら
が
中
心
と
も
い
え
な

い
場
合
を
い
い
ま
す
。

身
体
介
護
と
は
、
利
用
者
の
身
体

皆さ
まの
ご希
望に
応じ
て

介護
保険
に関
する
出前
講座
に伺
いま
す。

問い合わせ先：保健福祉センター（154－3811）担当/介護保険係

●
　
犬
の
散
歩
等
ペ
ッ
ト
の
世
話

等

②
　
日
常
的
に
必
要
な
家
事
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
と
い
う
範
囲
を
逸
脱
す

る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
行
為

●
　
家
具
・
電
気
器
具
等
の
移
動
、

修
繕
、
模
様
替
え

●
　
大
掃
除
、
窓
の
ガ
ラ
ス
磨
き
、

床
の
ワ
ッ
ク
ス
が
け

●
　
室
内
外
家
屋
の
修
理
、
ペ
ン
キ

塗
り

●
　
植
木
の
枝
切
り
等
の
園
芸

●
　
正
月
、
節
句
の
た
め
に
特
別
な

手
間
を
か
け
て
行
う
調
理

等

こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て

は
、
介
護
保
険
の
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
か
ら
外
れ
る
こ
と
と
な
り
、
利
用

者
は
負
担
割
合
が
十
割
（
全
額
自
己

負
担
）
と
な
り
ま
す
の
で
お
気
を
つ

け
下
さ
い
。

介
護
保
険
は
み
ん
な
の
助
け

合
い
シ
ス
テ
ム
で
す

6

求
し
ま
す
。
口
頭
や
電
話
に
よ
る
公

開
請
求
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
郵
送
や

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
よ
る
請
求
は
で
き

ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
総
務
課
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
十
二
年
度
は
七
件
の
公
開
請

求
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
介
護
保

険
の
認
定
に
関
す
る
も
の
で
し
た
。

請
求
さ
れ
た
情
報
は
す
べ
て
一
週

間
以
内
に
開
示
さ
れ
ま
し
た
。

町
民
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に

は
、
情
報
の
公
開
請
求
を
待
つ
だ
け

で
は
な
く
、
積
極
的
に
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
次
の
よ
う
な
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

広
報
「
ま
く
べ
つ
」
を
と
お
し
て

町
の
重
要
施
策
や
予
算
決
算
状
況
な

ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
度
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
、
新
し

い
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
の
提
供
に

努
め
ま
す
。

従
来
は
紙
の
形
で
提
供
し
て
い
た

条
例
・
例
規
集
や
総
合
計
画
な
ど
の

印
刷
物
を
電
子
化
し
、
Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
Ｏ

Ｍ
に
し
て
庁
舎
外
や
図
書
館
な
ど
で

情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

情
報
の
共
有
と
と
も
に
政
策
決
定

の
段
階
に
も
町
民
参
加
を
求
め
る
た

め
、「
幕
別
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
参

加
条
例
」
を
平
成
十
二
年
九
月
に
制

定
し
ま
し
た
。

幕
別
町
に
あ
る
十
六
の
附
属
機
関

の
委
員
を
委
嘱
す
る
際
に
、
公
募
枠

を
設
け
て
三
割
の
人
を
公
募
に
よ
り

選
任
す
る
も
の
で
す
。
昨
年
度
は
条

例
施
行
前
か
ら
公
募
制
度
を
取
り
入

れ
て
い
た
委
員
会
に
三
十
二
人
の
方

が
公
募
に
よ
り
委
嘱
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
年
度
も
十
五
人
の
方
が
公
募

に
よ
り
委
嘱
さ
れ
る
予
定
で
す
。

執
行
機
関
や
附
属
機
関
の
会
議
を

原
則
的
に
公
開
し
て
い
ま
す
。
傍
聴

す
る
こ
と
の
で
き
る
会
議
に
つ
い
て

毎
月
「
お
し
ら
せ
」
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
は
情
報
の
公
開
・
非
公
開
の
決
定

に
対
す
る
不
服
を
審
査
す
る
機
関
で

す
。昨

年
度
不
服
の
申
し
立
て
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

審
査
会
は
毎
年
開
催
し
、
制
度
の

運
用
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど
を
お
聞

き
し
て
、
情
報
公
開
制
度
が
よ
り
よ

く
な
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

平
成
十
二
年
度
に
開
始
し
た
情
報
公
開
制
度
に
よ
り
七
件
の
情
報
が
開
示
さ
れ
ま
し
た
。
町
で
は�

町
民
の
皆
さ
ん
と
情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設
や
、
各
種
附
属
機
関
へ
の�

公
募
委
員
の
委
嘱
、
各
種
会
議
の
公
開
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。�

情
報
は
町
民
の
財
産
で
す

情
報
公
開
制
度
っ
て
何

介
護
サ
ー
ビ
ス
は
大
き
く

二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す

家
事
援
助
は
無
原
則
に
拡
大

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
し
た

家
事
援
助
と
し
て
不
適
切
な

事
例
が
示
さ
れ
ま
し
た

一
　
要
介
護
者
本
人
に
対
す
る

直
接
の
援
助
と
は
考
え
に
く
い

サ
ー
ビ
ス

二
　
「
日
常
生
活
の
援
助
」
に

該
当
し
な
い
行
為

町
の
取
り
組
み

広
報
紙
に
よ
る
情
報
提
供

平
成
十
二
年
度
の
公
開
状
況

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

情
報
の
発
信

情
報
の
電
子
化

ま
ち
づ
く
り
町
民
参
加
条
例

の
制
定

会
議
の
公
開

審
査
会
は
毎
年
開
催



冬の汚れを一掃
老人会が清掃奉仕 生きがいをもとめて

しらかば大学入学式

農業経営に意欲
幕別農村アカデミー入校式
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公区・サークルの活動�
などを広報広聴担当に�
連絡ください�

四
月
九
日
古
舞
小
学
校

（
中
河
精
治
校
長
）
で
平
成

十
三
年
度
の
入
学
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

今
年
の
新
入
生
は
松
橋
愛

果
ち
ゃ
ん
（
写
真
前
列
右
か

ら
二
人
目
）
一
人
で
し
た
。

二
年
生
に
つ
れ
ら
れ
て
入

場
行
進
を
し
た
愛
果
ち
ゃ
ん

は
最
初
緊
張
し
て
い
た
よ
う

で
す
が
、
校
長
先
生
の
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
の
伴
奏
で
在
校

生
か
ら
合
唱
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
も
ら
う
こ
ろ
に
は
緊
張
も

解
け
、
笑
顔
で
記
念
撮
影
を

し
て
い
ま
し
た
。

四
月
十
三
日
幕
別
町
民
会
館
に

て
幕
別
町
し
ら
か
ば
大
学
の
入
学

式
を
開
催
し
、
三
十
三
人
の
新
入

生
が
大
学
に
仲
間
入
り
し
ま
し

た
。同

大
学
は
高
齢
者
が
自
ら
健
康

で
生
き
が
い
を
持
ち
、
豊
か
な
生

活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
開

設
し
て
い
る
も
の
で
、
幕
別
校
、

札
内
校
、
南
幕
別
校
の
三
校
に
分

か
れ
て
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
養
科
目
の
ほ
か
に
は
七
つ
の

専
門
教
科
（
毛
筆
・
硬
筆
・
陶

芸
・
手
芸
・
ち
ぎ
り
絵
・
園
芸
・

カ
ラ
オ
ケ
）
が
あ
り
生
徒
は
希
望

の
科
目
を
一
つ
選
択
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

四
月
十
四
日
ふ
る
さ
と
館
で
、
幕

別
町
ふ
る
さ
と
館
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ク
ー

ル
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
定
員
を
越
え
た
場
合

は
抽
選
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
今
年

度
か
ら
応
募
者
全
員
に
門
戸
を
広
げ

ま
し
た
。

今
年
度
は
三
十
三
人
の
小
学
五
年

生
が
仲
間
に
加
わ
り
開
講
式
の
後
、

ふ
る
さ
と
館
の
中
を
見
学
し
、
第
一

回
の
学
習
会
と
し
て
途
別
川
で
サ
ケ

の
稚
魚
の
放
流
体
験
を
し
ま
し
た

今
年
度
は
こ
の
他
に
宿
泊
学
習
や

登
山
な
ど
十
回
の
活
動
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

希望者全員が入講
ジュニアスタッフ開講式

四
月
十
二
日
幕
別
町
民
会
館
で

ま
く
べ
つ
農
村
ア
カ
デ
ミ
ー
の
入

校
式
を
行
い
ま
し
た
。

同
ア
カ
デ
ミ
ー
は
農
業
の
担
い

手
育
成
を
目
指
し
て
六
年
前
か
ら

開
校
し
て
い
る
も
の
で
、
今
年
度

は
農
業
後
継
者
や
、
就
農
希
望
者

二
十
七
人
が
入
校
し
ま
し
た
。

入
校
者
は
一
―
二
年
の
期
間
中

農
業
経
営
技
術
や
就
農
に
必
要
な

資
格
の
取
得
に
取
り
組
み
ま
す
。

今
年
度
は
昨
年
、
農
業
体
験
ツ

ア
ー
で
幕
別
を
訪
れ
た
木
村
精
治

さ
ん
・
文
江
さ
ん
夫
婦
が
、
就
農

を
目
指
し
て
夫
婦
そ
ろ
っ
て
入
校

し
ま
し
た
。

4
12

四
月
十
六
日
糠
内
老
友
会
（
杉

本
富
雄
会
長
、
会
員
一
〇
八
人
）

が
糠
内
農
村
公
園
の
清
掃
奉
仕
を

行
い
ま
し
た
。

当
日
は
朝
九
時
に
三
十
人
の
会

員
が
集
ま
り
冬
の
間
に
た
ま
っ
た

落
ち
葉
や
枯
れ
木
な
ど
を
集
め
二

時
間
ほ
ど
汗
を
流
し
ま
し
た
。

清
掃
奉
仕
に
つ
い
て
杉
本
会
長

は
「
こ
の
公
園
が
で
き
て
か
ら
毎

年
清
掃
奉
仕
を
し
て
い
ま
す
。
自

分
た
ち
が
使
う
公
園
な
の
で
み
ん

な
で
協
力
し
て
い
ま
す
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

糠
内
老
友
会
で
は
、
今
後
も
農

村
公
園
や
糠
内
駅
停
花
壇
の
花
植

え
な
ど
の
奉
仕
活
動
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

4
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4
9

古舞小学校入学式
一人の新入生4

14

4
16

平
成
十
二
年
度
に
取
り
組
ん
で
い
た
白
人
小
学
校

（
山
谷
孝
之
校
長
）
の
増
築
工
事
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、

新
学
期
か
ら
利
用
が
始
ま
り
ま
し
た
。

同
校
は
札
内
暁
町
の
団
地
造
成
に
伴
い
児
童
数
が
増

加
し
て
き
た
た
め
、
普
通
教
室
四
室
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
教
室
、
美
術
教
室
、
多
目
的
ル
ー
ム
な
ど
全
体
で
一
、

〇
九
八

を
増
築
し
ま
し
た
。

工
事
は
三
月
に
完
成
し
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
室
に
は

最
新
の
機
器
が
取
り
そ
ろ
え
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
身
障
者
用
の
ト
イ
レ
も
整
備
さ
れ
た
ほ
か
、
多

目
的
ル
ー
ム
は
外
か
ら
の
光
が
届
く
よ
う
に
配
慮
さ

れ
、
休
み
時
間
に
は
子
供
た
ち
が
思
い
思
い
に
遊
ぶ
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

白
人
小
学
校
増
築
工
事
完
成新しいコンピューター教室で授業を受ける児童



○：保健婦さん、こんにちは。先月保健婦さんから、自分の生活
習慣や食事内容を振り返ることが健康づくりの第一歩だって
いう話を聞いて、今、食生活に気をつけているんだよ。

保健婦：感心ね。今はどんなことに気をつけているの？
○： できることからはじめようと思って、1日30食品をとるよう

に心がけているんだけど、自然に外食やコンビ二弁当を食べ
る機会が減ったんだ。

保：スマイル君、いいところに気がついたわね。生活習慣病予防
の食生活のポイントは、バランスのよい食生活を送ること。
そのためには、1日30食品を目標に多くの種類の食品をとる
ことが重要なのよ。なかなか30食品をとれない人は、味噌汁
に具をたくさん入れるといいわよ。

○：それに1日、3食しっかり食べないと難しいよね。
保：そうね。もうひとつ大切な点は、栄養に偏りがでないように

することなのよ。30食品をとっていても、野菜類が少なかっ
たり、魚や肉類が多いと、栄養のバランスがとれているとは
いえないのよ。

○：具体的にどういうことに気をつけたらいいの？
保：そうね、まず活動のためのエネルギー源となる米・パン・イ

モ類などをしっかりとりましょう。次に、脂肪はとり過ぎな
いようにしましょう。特に肉の脂身、揚げ物の衣などを食べ
過ぎないようにするといいわよ。

○：揚げるより炒める、炒めるより煮たりゆでたりするほうが脂
肪分をカットできるんだよね。

保：スマイル君、よく勉強してるわね。次に、たっぷり野菜と果
物をとりましょう。緑黄色野菜と淡色野菜を組み合わせて１
日350g以上とるようにするといいわよ。ビタミンが不足する
と、体が疲れやすくなったり、抵抗力がなくなって風邪にか
かりやすくなったりするので、しっかり野菜をとるように心
がけてね。

○：フーン、そうなんだ。
保：次に、歯や骨をつくるもととなるカルシウムを、１日600㎎と

りましょう。カルシウムは日本人が唯一不足している栄養素
なのよ。牛乳は栄養価も高く、カルシウムの吸収も抜群なの
で、毎日200mlの牛乳を飲み、その他にごまを味噌汁にかけた
り、煮物にかけたりする工夫をするといいわね。

○：なるほどね。
保：次に、血液や筋肉をつくるたんぱく質は、魚・肉・卵・大豆

製品からバランスよくとりましょう。意外と肉類を多くとっ
ている人が多いのよね。

○：僕は肉を食べることが多かったな。今度から魚も食べるよう
に心がけよう。それに、野菜の量も少なかったのに気がつい
たよ。保健婦さんアドバイスありがとう！今日から栄養のバ
ランスにも気をつけるね。
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輝いています�シリーズ�

佐藤奈々さん（共栄町）

@6

According to the news, President Bush has refused
to join in the effort to reduce pollution. Mr. Bush
said he wants to develop the American economy. He
is not taking responsibility for the damage that will
be caused to the environment.

ニュースによると、ブッシュ大統領は汚染を減らす
ための努力をしないそうです。ブッシュ大統領はアメ
リカの経済発展を優先したいと言っています。環境の
受けるダメージに対してブッシュさんは責任をとろう
としていません。
In Japan, most people are careful in separating
garbage into burnable, non-burnable and recyclable.
This is a positive effort to save the environment.
However, we use our cars everyday and put out a lot
of waste gas. How can we reduce this pollution? 

日本では、多くの人々が、可燃・不燃・リサイクル
ゴミに気をつけて分別をしています。これは環境を救
うために良いことです。

さとう・なな／昭和57年帯広市大正町の農家
の二女として生まれる。帯広南商業高等学校を
今春卒業し、４月から札内農業協同組合金融部
出納係として勤務する。趣味はバトミントンと
音楽鑑賞（邦楽）。

早
く
自
分
の
仕
事
を
覚
え
た
い
で
す

Queen’s  English  with  Daniel

ホットライン�
健康づくり�

生活習慣病を予防する“食”のヒント

しかし、私達は毎日車を使うたびにたくさんの排気
ガスを出しています。どうやってこの公害を減らせば
よいでしょうか？
When you stop at the railroad crossing, why not
turn off your engine while you wait for the train to
pass? When you go shopping, don't leave your
engine running in the car park, whenever possible,
turn off your engine.

踏み切りに止まる時、列車が通過するまでの時間な
ぜエンジンをとめないのですか？　買い物へ行った時、
駐車場では、エンジンをかけたままにしないように、
できるだけエンジンをとめましょう。
Be smarter than Bush!
ブッシュさんより賢くなりましょう！

Turn off your engine ! （車のエンジンを止めましょう！）

に
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
窓
口
で
は
な
い
の
で
お
客
様
と
直
接

接
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す
が
、
現
金
を

扱
う
仕
事
で
間
違
え
が
許
さ
れ
な
い
の
で

も
の
す
ご
く
緊
張
し
て
い
ま
す
。
で
も
子

供
の
こ
ろ
か
ら
憧
れ
て
い
た
仕
事
に
つ
け

た
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
し
、
や
り
が
い

が
あ
り
ま
す
」

高
校
時
代
帯
広
市
内
に
下
宿
し
て
い
た

佐
藤
さ
ん
は
、
札
内
市
街
に
ア
パ
ー
ト
を

借
り
て
幕
別
で
の
生
活
を
始
め
ま
し
た
。

「
下
宿
と
違
っ
て
食
事
の
準
備
も
自
分
で

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
大
変
で
す
。

で
き
る
だ
け
自
分
で
作
ろ
う
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
が
う
ま
く
い
か
な
く
て
コ
ン
ビ

ニ
の
お
弁
当
に
頼
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

幕
別
町
の
印
象
に
つ
い
て
は
「
幕
別
町

は
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
町
と
い
う
の
が
一
番

の
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
ま
だ

プ
レ
ー
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
す
が
、
職

場
の
先
輩
が
連
れ
て
行
っ
て
下
さ
る
そ
う

な
の
で
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

札
内
の
市
街
地
は
街
並
み
が
き
れ
い
だ
し

大
き
な
お
店
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
若
者
が

住
み
や
す
い
町
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
先
日

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
を
す
る
た
め
に
、
札
内
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
い
き
ま
し
た
が
と
て

も
き
れ
い
な
の
に
感
激
し
ま
し
た
」

こ
れ
か
ら
の
抱
負
に
つ
い
て
「
責
任
を

持
っ
て
仕
事
を
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
ほ
か
の
仕
事
も
早
く
覚
え

て
窓
口
で
お
客
様
に
接
す
る
仕
事
に
つ
け

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

今
月
は
、
四
月
か
ら
札
内
農
業
協
同
組

合
で
金
融
部
出
納
係
と
し
て
働
き
始
め
た

佐
藤
奈
々
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

帯
広
市
大
正
の
農
家
の
二
女
と
し
て
生

ま
れ
た
佐
藤
さ
ん
は
、
大
正
の
小
・
中
学

校
に
通
っ
た
あ
と
帯
広
南
商
業
高
等
学
校

に
進
学
し
ま
し
た
。
高
校
時
代
は
バ
ト
ミ

ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
ス
ポ
ー
ツ
に
打

ち
込
み
ま
し
た
。

帯
広
南
商
業
高
等
学
校
の
バ
ト
ミ
ン
ト

ン
部
は
北
北
海
道
大
会
で
団
体
三
位
に
入

賞
し
佐
藤
さ
ん
も
ダ
ブ
ル
ス
で
三
位
入
賞

を
果
た
し
ま
し
た
。

高
校
卒
業
後
の
進
路
と
し
て
就
職
を
選

ん
だ
佐
藤
さ
ん
は
札
内
農
業
協
同
組
合
に

就
職
が
決
ま
り
ま
し
た
。
三
月
に
な
っ
て

か
ら
通
信
教
育
や
十
勝
管
内
の
農
協
採
用

予
定
者
を
集
め
た
講
習
会
を
受
講
し
四
月

二
日
か
ら
仕
事
を
始
め
て
い
ま
す
。

札
内
農
協
を
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
佐

藤
さ
ん
は
「
農
協
の
仕
事
は
子
供
の
こ
ろ

父
に
連
れ
ら
れ
て
農
協
の
店
舗
に
行
っ
た

と
き
金
融
の
お
姉
さ
ん
た
ち
の
仕
事
振
り

を
見
て
か
ら
ず
っ
と
憧
れ
て
い
ま
し
た
。

大
き
く
な
っ
た
ら
私
も
あ
ん
な
ふ
う
に
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た

自
分
の
育
っ
た
大
正
町
以
外
の
事
も
知
り

た
か
っ
た
し
、
帯
広
の
隣
と
い
う
こ
と
で

札
内
に
興
味
が
あ
っ
た
の
も
札
内
農
協
を

選
ん
だ
理
由
で
す
」
と
答
え
て
く
れ
ま
し

た
。農

協
で
は
出
納
係
と
し
て
勤
務
し
て
い

る
佐
藤
さ
ん
は
仕
事
に
つ
い
て
次
の
よ
う



に
も
書
き
ま
し
た
が
、
近
隣
セ
ン
タ
ー
は

住
民
活
動
の
拠
点
と
な
る
事
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
町
内
会
の
行
事
に
は
ど
ん
ど

ん
ご
参
加
下
さ
い
。

Ｐ
・
Ｎ
あ
や
あ
や

別
町
は
ど
ん
な
町
な
の
か
な
ど
、
町

の
紹
介
を
し
て
ほ
し
い
で
す
。

✎

…
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
さ
ら
に
紙
面
を
充
実
さ
せ
町

の
紹
介
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

俳句を始めてもう40
年以上になります。現
在は「幕別弘風会」で
の活動や今夏に催され
る「十勝俳句村」の短
冊と色紙の展示会に向
けての準備などで忙し
い日々を送っていま
す。俳句は始めるには

13 12

さあ、問題だよぉ！�

広報クイズ 170

Ｐ
・
Ｎ
り
ん
ご

の
間
初
め
て
聞
い
た
の
で
す
が
、
幕

別
町
の
条
例
に
「
路
上
の
犬
の
ふ
ん

を
放
置
し
て
お
い
た
ら
罰
金
」
と
い
う
も

の
が
あ
る
と
言
う
の
は
本
当
で
す
か
？

✎

…
本
当
で
す
。
町
の
条
例
で
は
「
畜
犬

を
連
れ
て
歩
く
場
合
は
綱
・
鎖
等
で
つ
な

ぎ
、
脱
ぷ
ん
等
の
汚
物
の
処
理
用
具
を
常

に
携
帯
し
、
そ
の
汚
物
を
処
理
す
る
こ
と
」

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
従
わ
な
い
場
合
は

五
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
科
料
に
処
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
飼
い
主
の
み

な
さ
ん
は
ル
ー
ル
を
守
り
、
き
れ
い
な
ま

ち
づ
く
り
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。菊

地
　
智
津

ち
ら
へ
引
越
し
し
て
き
て
ち
ょ
う
ど

一
年
に
な
り
ま
し
た
。
静
か
で
毎
日

の
ん
び
り
と
暮
ら
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
は
暁
町
近
隣
セ
ン
タ
ー
が
で
き

る
の
で
、
町
内
会
や
い
ろ
い
ろ
な
行
事
に

出
か
け
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

✎

…
今
月
号
の
数
字
で
見
る
わ
た
し
の
町

こ

HIROBAみんなの�

  広　場�

みんなの�

  広　場�

このページではみなさん
からのお便りや取材で聞
いた意見・作品などを紹
介しています。

ATELIERわたしの�

アトリエ�

わたしの�

アトリエ�

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
絵

画
や
手
芸
、
陶
芸
品
な

ど
、
み
な
さ
ん
の
力
作

を
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ．中学生海外研修は今年で何回

目ですか？

①２回目

②５回目

③９回目

【応募方法】

はがきにクイズの答え、氏名、

年齢と、ご意見、ご要望などを書

き添えてください。

【あて先】

〒０８９－０６９２

幕別町本町１３０番地

幕別町役場企画室広報広聴担当

【締め切り】

５月１５日（消印有効）

【前回の当選者】

応募総数は21通でした。先月号の

正解は②で、当選者はＰＮ.北条あ

さめ丸さん、三上一美さん、ＰＮ.

金田一だ！さん、ＰＮ.カイさん、

ＰＮ柚月けいさんです。

【毎月5人に図書券をプレゼント】

▽
山
田
良
信
さ
ん
（
帯
広
市
）
か
ら
福
祉

推
進
基
金
に
四
百
万
円
▽
山
内
良
明
さ
ん

（
途
別
）
か
ら
福
祉
推
進
基
金
に
三
万
円

▽
北
海
道
道
路
保
全
株
式
会
社
か
ら
福
祉

推
進
基
金
に
五
万
円

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
四
月
十
八
日
現
在
）

俳
　
　
句

高橋　登さん
（青葉町）

こ

高島　信一さん
（あかしや町）

幕

木工芸

６年前、心筋梗塞
こうそく

で倒れ生死の境をさまよいましたが、心臓バ
イパス手術で再起することができました。しかし、体力的にまだ
無理はできなかったので、まずは、手作業からと百年記念ホール
での自主講座にあった木工芸教室に参加しました。その後もサー
クルを作って活動しております。現在会員18人で毎週金曜日に木
のぬくもりを感じながら工作に励んでいます。

ILLUSTわたしの�わたしの�

イラスト�イラスト�

ＰＮ．翠玉

ID
OLわが家の�

アイドル�

わが家の�

アイドル�

ＰＮ．十夜千里

ＰＮ．コブン２号

来
月
は
平
成
12
年
6
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
で
す
。
5
月
15
日
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
写
真
と
20
字
程
度
の
コ
メ
ン
ト
、
住
所
、
氏
名
（
パ
パ

と
マ
マ
も
）、
性
別
、
生
年
月
日
を
企
画
室
広
報
広
聴
担
当
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
な
お
写
真
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

体を動かして、健康づくりしませんか？

…第36回　できることから始めよう！運動のヒント…

募

集

内

容

便利な生活に慣れてしまうと、体を動かすのが面倒になり、大半の人は意識的に体を動かさないと運動不足になって
しまいます。“１日１万歩”歩くと健康のために良いのは確かですが、何かと負担が大きいため長続きしないことが多
く無理をするとケガや体調を崩すことにつながります。

今回は、手軽に続けられそうな方法をいくつかあげてみました。身の回りのことから運動まで、意識して普段の生活
の中に取り入れて見ませんか。

比較的入りやすい文芸だと思います。ただ、いく
ら上達してもこれでマスターできたというゴール
はない。それは、その年令でしか書けない俳句が
あったりするからです。そういうところが難しさ
であるとともに楽しさでもあるように思えます。

後
藤
ご
と
う

龍
太
り
ゅ
う
た

（
新
北
町
）

平
成
十
二
年
五
月
三
十
日
生
パ
パ

賢
治
さ
ん

マ
マ

優
子
さ
ん

電話大好き。もしもし
のポーズがお得意な
の。

く
ん

掛
下
か
け
し
た

陽
平
よ
う
へ
い

（
青
葉
町
）

平
成
十
二
年
五
月
二
十
二
日
生
パ
パ

和
男
さ
ん

マ
マ

友
紀
さ
ん

食器を片付けるとまだ
食べたいと泣く食いし
ん坊です。

く
ん

小
林
こ
ば
や
し

愛
果
ま
な
か

（
緑
　
町
）

平
成
十
二
年
五
月
二
十
三
日
生
パ
パ

照
明
さ
ん

マ
マ

知
永
さ
ん

このプクプクほっぺを見
るとみんなニッコリ。い
たずらとあんよがお得意。

ち
ゃん

池
ケ
谷

い
け
が
や

優
輔
ゆ
う
す
け

（
新
北
町
）

平
成
十
二
年
五
月
六
日
生
パ
パ

明
宏
さ
ん

マ
マ

美
子
さ
ん

食後のミルクと親指し
ゃぶりが大好きな僕で
す。

く
ん

中
橋
な
か
は
し

有
咲
あ
り
さ

（
桜
　
町
）

平
成
十
二
年
五
月
三
十
一
日
生
パ
パ

利
彦
さ
ん

マ
マ

紀
恵
さ
ん

優花おねえちゃんの歌
に合わせて踊るのが大
好きです。

ち
ゃん

池
田
い
け
だ

菜
桜
な

お

（
桜
　
町
）

平
成
十
二
年
五
月
三
日
生
パ
パ

博
さ
ん

マ
マ
香
織
さ
ん

音楽が大好きで、おも
ちゃを鳴らしては踊っ
ています。

ち
ゃん

岩
田
い
わ
た

咲
良
さ
く
ら

（
緑
　
町
）

平
成
十
二
年
五
月
四
日
生
パ
パ

靖
さ
ん

マ
マ
真
由
美
さ
ん

お父さんの歯みがきを
手伝ってくれる、やさ
しい（？）娘です。

ち
ゃん

生活の中に運動を

･･･今よりも体を動かす時間を増や
しましょう

・いつもよりも早く歩いたり、動作も素
早くしてみる。

・時間のある時､買い物は歩いて出かけ
てみる。

・エレベーターやエ
スカレーターはな
るべく利用しない
で､階段を使う。

・車をよく使う生活
であれば､可能な
範囲で歩くか、自
転車を使う。

・天気のいい日や昼
休みは、散歩する。

無駄に動いて、ムダ肉なくそう！

･･･こまめに体を動かす生活を心がけましょう

・駐車場に車を止める時、お店から遠い所に
置く。

・こまめに、はたきかけ・雑巾がけ・ふき掃
除をする。

・考え事があるときは歩く。（きっといい考
えが浮かぶ）

・テレビやエアコンはリモコンを使わず、本
体まで歩いて操
作する。

・電話の最中、ゆ
っくりひざの曲
げ伸ばしをする。

・歯を磨いている
時、青竹ふみで
足踏みする。

運動を長く続けるために

･･･２～３日に１回のペースで続
けるのが効果的。続けないと運動
前に戻ります。

・家族や気の合う仲間と一緒に行う。
（散歩・親子でキャッチボール・
運動教室の参加など）

・ある程度投資する。（クラブ等に入
ったり、靴や運動着を購入する等)

町長に寄付を渡す山田良信さん



こ
ち
ら

編
集
室
で
す

人
事
異
動
に
伴
っ
て
編
集
室
の
机

の
配
置
が
え
を
行
い
ま
し
た
。
今
度

は
窓
際
の
明
る
い
席
に
移
っ
た
の
で

す
が
、
朝
は
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
閉
め
な

い
と
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
が
見
づ
ら
い

と
い
う
贅
沢
な
悩
み
を
抱
え
て
い
ま

す
。席

か
え
を
機
会
に
不
要
物
の
整
理

を
行
い
ま
し
た
が
い
つ
か
使
う
か
も

知
れ
な
い
と
思
っ
て
と
っ
て
お
い
た

も
の
の
多
さ
に
あ
き
れ
ま
し
た
。

「
整
理
と
は
捨
て
る
こ
と
な
り
」

だ
そ
う
で
す
が
、
そ
の
境
地
に
入
れ

そ
う
も
な
く
、
ち
び
た
鉛
筆
や
消
し

ゴ
ム
を
ま
た
引
き
出
し
の
奥
に
し
ま

い
こ
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

三
年
担
当
し
て
き
た
山
端
が
農
林

課
に
異
動
し
、
武
田
が
水
道
課
か
ら

異
動
し
て
き
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

妹
尾
・
武
田

人の動き《平成13年3月末日現在》

人　口　25, 170人 （－15人）

男　　12, 114人 （－14人）

女　　13, 056人 （－ 1人）

世帯数　 9, 388戸 （＋ 3戸）

広報まくべつ　　　2001年5月号

■発行　幕別町

■編集　企画室広報広聴担当

（〒089-0692  北海道中川郡幕別町本町130番地

TEL  0155-54-6610 FAX  0155-54-3727）

第29回

155,796人

幕
別
町
内
に
は
地
域
の
集
会
活
動
等
に
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
三
十
八
カ
所
の
近

隣
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
は
農
村
地
域
に
あ
っ
た
集
会
所

が
「
住
民
活
動
の
拠
点
と
な
り
地
域
の
融
和

に
効
果
を
上
げ
て
い
る
」
こ
と
か
ら
昭
和
四

十
八
年
に
八
カ
所
を
町
の
施
設
と
し
て
設
置

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

近
隣
セ
ン
タ
ー
は
地
域
の
運
営
委
員
会
に

管
理
を
お
願
い
し
て
自
主
運
営
さ
れ
て
い

て
、
公
区
の
会
合
や
老
人
会
、
婦
人
会
の
活

動
な
ど
に
活
発
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
、
大
規
模
な
集
会
活
動
等
を
目

的
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
町
内

四
カ
所
（
札
内
北
・
札
内
南
・
幕
別
南
・
糠

内
）
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
は
ミ
ニ
バ
レ
ー
や
葬
儀
等
多
目
的

に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
年
の
利
用
人
数
は
図
の
と
お
り
で
、
平

成
十
二
年
の
利
用
人
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は
十
五
万
五
千
七
百

九
十
六
人
と
な
っ
て
い
ま
す
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ー
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〇

）
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支
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隣
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札
内
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
約

六
五
〇

）
を
建
設
し
て
、
集
会
施
設
の
充

実
に
努
め
ま
す
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各年とも１月１日から12月
31日までの利用者集計


